
参加費無料

● 工業試験場　ヒューマンテクノロジー部　生体情報G　研究主幹　桒野　晃希

移動工業試験場移動工業試験場移動工業試験場移動工業試験場

室蘭室蘭室蘭室蘭

令和８年度　移動工業試験場 in 室蘭

主催　（地独）北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部 工業試験場

共催　（公財）室蘭テクノセンター・（公財）北海道科学技術総合振興センター   

後援　 北海道胆振総合振興局
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人の姿勢や力、呼吸や消費エネルギーなどの生体情報を測り、身体負

担を軽減するための道具のデザインや環境づくりにも利用した事例を

紹介します。
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工業試験場の「移動工業試験場」が室蘭にお伺いします。今回は「人を測って作業を楽にするものづくり」「ユーザビリ

ティと人間中心設計」「３Ｄコンテンツ開発技術」の３テーマをご用意しました。

さまざまな業種のみなさまにご参考いただける内容となっております。どうぞお気軽にご参加ください！

ユーザー視点のデジタル・データを活用したものづくり

人を測って作業を楽にするものづくり111

● ものづくり支援センター　技術支援部　研究成果展開G　研究主幹　高木　友史

機能・性能面のみならず、ユーザビリティに優れた製品やサービスを

生み出すために必要な人間中心設計プロセス(ISO9241-11)の考え方や、

実践するためのユーザビリティ設計・評価手法を解説します。

３ＤプリントやＡＩの活用についても紹介する予定です。

ユーザビリティと人間中心設計222

● 工業試験場　ヒューマンテクノロジー部　デザインG　研究主幹　安田　星季

ＸＲ（ＡＲやＶＲの総称）で立体視する３Ｄコンテンツ開発や３ＤＣＧ

による視覚化技術について概説し、実演を交えてその活用事例等を紹介

します。

３Dコンテンツ開発技術333

定員: 20名



左のQRコード、または下記URLの
お申し込みフォームからお申し込み

ください。

お問い合わせ先

令和８年度　移動工業試験場 in 室蘭

工業試験場の「移動工業試験場」が室蘭にお伺いします。今回は「人を測って作業を楽にするものづくり」「ユーザビリティと人間

中心設計」「３Ｄコンテンツ開発技術」の３テーマをご用意しました。さまざまな業種のみなさまにご参考いただける内容となって

おります。どうぞお気軽にご参加ください！

WEBからのお申込み

https://forms.gle/FE5k9rfPgk84ivJp6 

件名を 「移動工業試験場１０月１９日参加申込」として、
下記の情報をメールにご記載の上、iri-shien2@ml.hro.or.jp
までお送りください。

・ 企業名（団体名） ・ 住所 ・ 電話番号　・メールアドレス
・ 参加者氏名 （ふりがな付）　・ 参加者所属、役職

お申込み締め切り日　 ： 　2026年 10月 １3日（火） まで

地方独立⾏政法人 北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部
ものづくり支援センター　技術支援部 ⼯業技術支援グループ（担当 ： ⽥端）
〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁⽬
電話： 011-747-2354（直通） / FAX： 011-726-4057 / E-mail：iri-shien2@ml.hro.or.jp

会場へのアクセス　　〒050-0085
　　　　　　　　　　室蘭市輪西町2丁目5番1号  わにホール室蘭市市民会館

▶ バス

道南バス停留所「⽇本製鉄前」から徒歩5分

▶ 車

札幌より車で約1時間40分（札幌南IC→登別室蘭IC経由）
新千歳空港より車で約1時間10分（千歳IC→登別室蘭IC経由）

メールでのお申込み

次回移動工業試験場のお知らせ

「移動工業試験場 in 苫小牧」 11月に開催予定！

ユーザー視点のデジタル・データを活用したものづくり

▶ JR▶ JR▶ JR

JR 輪西駅から徒歩10分 
JR 輪⻄駅からタクシーで約3分 
JR 東室蘭駅からタクシーで約10分 


